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日産婦会告，専門委報告書，生殖部会

1983.10～日本産科婦人科学会の会告
1998.6.長野県の医師，非配偶者間体外受精実施を公表
2000.12.旧厚生省厚生科学審議会先端医療技術評価部
会生殖補助医療技術に関する専門委員会（設置は
1998.10.）「精子・卵子・胚の提供等による生殖補
助医療のあり方についての報告書」（以下，「専門
委報告書」）

2001.7～厚生労働省厚生科学審議会生殖補助医療部会
（以下，「生殖部会」という）

2001.4～2002.8.法務省法制審議会生殖補助医療関連親
子法制部会（子の法的地位に関して検討）



生殖補助医療を用いない生殖と生殖補助医療を用いる生殖

生殖補助医療を用いない生殖 AIH AID 体外受精
借り
腹 
代理
母 

(a) 当事者の生殖器による性行為 × × × × × 

(b) 当事者の精子 ○ × ○(×) ○ ○ 

(c) 当事者の卵子 ○ ○ ○ 
（×） ○ × 

(d) 当事者女性の体内における受精 ○ ○ × × × 

(e) 当事者女性の体内における着
床・妊娠，及び当事者女性による出産 ○ ○ ○ × × 

 



基本的視座――当事者の希望の尊重

◆生物にとって，個体の維持と種の保存は不可欠である。

人間についても，それが生物である限り，全体としてみた

場合，個体の維持と種の保存は不可欠であり，生殖を求

める感情＝子を持ちたいという感情を個人が有することは，

生物としての人間としてきわめて自然なことである。いわ

ば，生殖は生物としての人間に本源的なものである。

↓

当事者の生殖補助医療利用希望の尊重



基本的視座――最小限度の医的介入
◆不妊であって挙児を実現するために生殖補助医療を
必要とする場合に，当事者が，医療の介入の程度を
なるべく小さくし，できるだけ本来の生殖のあり方
（上記の(a)～(e)）に近い方法で子を得ようとする
ことは自然である。また，医療の役割は，新たな身
体機能を授けるというのではなく，身体機能の不
調・不全を補うというものである。

↓

医療の介入は，各場合において挙児に不可欠な
ものに限られるべきである。また，卵子提供に
よる閉経後女性の出産などは認められない。



基本的視座――子の福祉

◆生殖補助医療は，子という新たな生命の誕生
に関わっている。そして生れる子自身はその
誕生のプロセスに主体的に関与できない。

↓

「生まれてくる子の福祉を優先する」

（専門委報告書の基本的考え方）



日産婦会告と専門委報告書
【日産婦会告（AIDは認める。） 】

・体外受精に関して，精子，卵子，胚のいずれについても，
第三者からの提供を認めない。

・代理母，借り腹は認めない。

【専門委報告書（AIDを認める。） 】

・体外受精に関して，精子，卵子，胚の提供を認める。

・代理懐胎（代理母・借り腹）は，刑罰で禁止する。

【私見】

・生殖は生物としての人間に本源的なもの。→ AIDを認め
る一方で，精子，卵子，胚の提供を伴う体外受精を包括的
に禁止することは適切でない。



近親者からの配偶子の提供
【専門委報告書】

「精子・卵子・胚の提供における匿名性の保持の特例
として，精子・卵子・胚を提供する人が兄弟姉妹等
以外に存在しない場合には，当該精子・卵子・胚を
提供する人及び当該精子・卵子・胚の提供を受ける
人に対して，十分な説明・カウンセリングが行われ，
かつ，当該精子・卵子・胚の提供が生まれてくる子
の福祉や当該精子・卵子・胚を提供する人に対する
心理的な圧力の観点から問題がないこと及び金銭等
の対価の供与が行われないことを条件として，兄弟
姉妹等からの精子・卵子・胚の提供を認めることと
する。」



近親者からの配偶子の提供――私見
①当事者の配偶子と遺伝学的に近い配偶子を使って挙児
を実現したいという当事者の希望は容認されて良い。
②提供者に及ぼす影響については，すでに臨床で多数行
われている移植用の肝臓，腎臓，肺などの生体からの
摘出と比較して，身体的負担・リスクが有意に大きい
とはいえない。
③子の福祉の点に関しては，兄弟姉妹等の配偶子を用い
る生殖補助医療による出生は，兄弟姉妹の子が養子に
される場合と類似の状況である。
④養子ではなく，（着床，妊娠，出産に当事者が関与で
き，また多くの場合，配偶子の一方は当事者のものが
用いられる）生殖補助医療を当事者が選択することは
認められて良い。
→ 国として制度的に禁止することは不適切。



出自を知る権利
【専門委報告書】

生殖補助医療により生まれた子は，成人後，精子・
卵子・胚の提供者に関する個人情報のうち，提供者
を特定できないもので，提供者が子に開示すること
を承認したものを知ることができる。

【生殖部会】

出自を知る権利の範囲に関して，「当該提供した人
を特定できる個人情報を開示する」とする案を支持
する委員が多数を占めた（2002年 4 月 3 日の第11回
会合）。



AIDで生まれた人たちが自らのアイデンティ
ティーの確立に苦しみ，精子提供者を探そうとし
ているアメリカなどでの状況を描いた報道

①NHKスペシャル：「親」を知りたい――生殖医
療・子どもからの問いかけ，2002年5月25日総合テ
レビ

②春日真人：AIDで生まれた子どもたちに出会って，
助産婦雑誌56：956-961，2002
③岡崎明子：遺伝上の父を知りたい，朝日新聞2002年

5月24日夕刊；同：「出自」を知りたい――米国の
現場から（上）（下），朝日新聞2002年5月31日，6
月6日朝刊，など。

↓

出自を知る権利の否定は許されない。



出自を知る権利――否定的意見

①育ての親との血縁（偽りのもの――もっとも，わが
国は多民族国家ではないだけ，その維持が容易かも
しれない――ではあるが）を疑わずに一生を送るこ
とが子の幸せだという考え

②AIDによる出生の告知に否定的な多数のAID児の両
親（とくに父親）の気持ちに対する配慮

③この権利の承認が匿名第三者からの配偶子提供を著
しく減少させること

↓

出自を知る権利を認めることに否定的になる。



出自を知る権利――私見

筆者の見解は，これまで，後者に傾くもので
あった。しかし，子が成長する10年，20年後
の遺伝医学などの状況を思うと，匿名提供者
の配偶子を用いる生殖補助医療をかろうじて
支える虚構に頼ることはもはやできない，ひ
いては匿名の提供配偶子・胚を用いる生殖補
助医療自体がほころび始めているということ
なのかもしれない。



代理懐胎の許容性

【専門委報告書】

報告書は，代理懐胎（代理母・借り腹）につい

て，「人を専ら生殖の手段として扱ってはな

らない」，「安全性に十分配慮する」，「生

まれてくる子の福祉を優先する」という専門

委の基本的考え方に反するものとして，禁止

すべきだとした。



配偶子等提供による人工生殖と代理懐胎

【配偶子や胚の提供による生殖補助医療】

妊娠・出産については，当事者の妻が担い，第三者
が関与することはない。

【代理懐胎】

妊娠・出産をするのは第三者たる女性である。そし
て，代理懐胎が本来の機能を果たすためには，出産
後，その女性が当事者（クライエント）に子を引き
渡すというプロセスが介在せざるを得ない。しかし，
その引渡しを担保するものは，妊娠・出産を担う女
性の約束＝契約のみである。



約束＝契約によって支えられる代理懐胎

◆約束＝契約というものは，守られるとは限らない。

◆契約は，契約違反された場合，あくまで履行を求め
ると法的紛争＝訴訟になる。

◆子の引渡し約束に対する法的救済として，引渡しの
強制は避けられるべきだとされる。かりに引渡しの
強制が認められたとしても，その強制執行手続に問
題を残す。

◆このように引渡しの確保が保障されないものに，生
まれてくる子の運命を委ねるわけにはいかない。私
見では，代理懐胎が制度として認められるべきでな
いのは，この理由によるところが大きい。
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